
広
島
平
和
記
念
式
典
へ
参
加
さ
れ
る
生
徒
・
学
生
を
募
集

　

平
和
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
８
月
６
日
㈪
に
広
島
市
で
開
催
さ
れ
る

「
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
」
に
所
沢
市
平
和
大
使

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
中
学
校
、
高
校
、
大
学
な
ど
に
在
学
す
る
生

徒
・
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

日 

８
月
５
日
㈰
〜
６
日
㈪
（
１
泊
２
日
）

対 

市
内
在
住
で
中
学
校
、
高
校
、
専
門
学

校
、
短
大
、
大
学
等
の
学
校
に
在
学
す

る
30
歳
未
満
で
、
今
ま
で
本
事
業
に
参

加
し
た
こ
と
の
な
い
方

定 

５
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内 

広
島
平
和
記
念
式
典
（
広
島
市
原
爆
死

没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和
祈
念
式
）
へ

の
参
加
と
原
爆
ド
ー
ム
や
平
和
記
念
資

料
館
等
の
見
学

費 

５
、
０
０
０
円
程
度
を
予
定

◎
市
か
ら
交
通
費
と
宿
泊
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

申 

６
月
20
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
、
「
広

島
平
和
記
念
式
典
参
加
希
望
」
と
明
記

の
う
え
、
①
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

③
生
年
月
日
④
電
話
番
号
⑤
学
校
名
・

学
年
⑥
性
別
⑦
応
募
の
動
機
を
記
入
し
、

〒
359
‐
8501
市
役
所
３
階
基
地
対
策
室
5

２
９
９
４
‐
０
７
０
６

a9033@
city.

tokorozaw
a.saitam

a.jp

へ
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

【
注
意
事
項
】

▼ 

参
加
者
に
は
集
合
か
ら
解
散
ま
で
団
体

行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

参
加
終
了
後
、
感
想
文
の
提
出
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

問 

基
地
対
策
室
☎
２
９
９
８
‐
９
０
３
３

所
沢
市
平
和
都
市
宣
言

　

武
蔵
野
の
緑
豊
か
な
自
然
の
な
か

で
、
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
、
健
康
で
生

き
生
き
と
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
、

私
た
ち
市
民
共
通
の
願
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
国
是
の
非
核
三
原
則

を
厳
守
し
、
戦
争
と
い
う
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
、
か
け

が
え
の
な
い
地
球
環
境
を
守
り
、
平

和
な
世
界
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
強

く
望
み
ま
す
。

　

所
沢
市
民
は
、
基
地
全
面
返
還
を

求
め
、
未
来
に
向
か
っ
て
平
和
な
社

会
を
築
く
こ
と
を
誓
い
、
こ
こ
に
平

和
都
市
を
宣
言
し
ま
す
。

平
成
２
年
７
月
制
定

入
隊
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

子
ど
も
た
ち
が
、
命
の
大
切
さ
を
学

び
、
助
け
合
い
の
心
を
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
消
防
体
験
入
隊
を
実
施
し

ま
す
。

日 

▼
第
１
回
…
７
月
31
日
㈫
▼
第
２
回

…
８
月
１
日
㈬
い
ず
れ
も
午
前
８
時

50
分
〜
午
後
４
時
20
分

場 

消
防
本
部

対 

市
内
在
住
の
小
学
校
５
・
６
年
生

定 

い
ず
れ
も
申
し
込
み
先
着
80
人

内 

▼
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
▼
ロ
ー
プ
渡

り
訓
練
▼
消
火
体
験
な
ど

申 

６
月
24
日
㈰
か
ら
27
日
㈬
（
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）
ま
で
に
、
申
込
書

と
承
諾
書
を
中
央
消
防
署
、
ま
た
は

東
消
防
署
へ
直
接

◎
申
込
書
、
承
諾
書
は
、
各
消
防
署
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
HP
市

か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
。
な
お
、
各
分
署
で

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問 

消
防
本
部
予
防
課

　

☎
２
９
２
９
‐
９
１
２
１

新
た
に
下
水
道
処
理
区
域
を
拡
大
し
ま
し
た

区
域
内
の
ご
家
庭
は
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
お
願
し
ま
す

に
伺
い
ま
す
。

◆ 

下
水
道
処
理
区
域
は
ト
イ
レ
の
水
洗
化

を
お
願
い
し
ま
す

　

下
水
道
法
で
は
、
公
共
下
水
道
が
整
備

さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
は
、
く
み
取
り
便

所
は
３
年
以
内
に
、
浄
化
槽
を
使
用
の
場

合
は
す
み
や
か
に
排
水
設
備
を
設
け
、
公

共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
接
続
工
事
に
つ
い
て
は

「
所
沢
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事

店
」
に
依
頼
し
て
、
排
水
設
備
の
接
続
工

事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
今
回
拡
大
さ
れ
た
区
域
の
下
水
道
は
…

　

汚
水
と
雨
水
を
分
け
て
流
す
分
流
式
で

す
。
ト
イ
レ
、
台
所
な
ど
の
汚
水
が
排
水

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
宅
地
内
の

雨
水
は
、
雨
水
浸
透
ま
す
等
を
設
置
し
て

地
面
に
浸
透
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
雨
水
浸
透
ま
す
等
の
材
料
支
給
制
度

　

雨
水
浸
透
ま
す
を
設
置
す
る
方
に
は
、

材
料
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。
所
沢
市
下

　

５
月
15
日
か
ら
、
新
た
に
次
の
区
域
が

下
水
道
処
理
区
域
（
水
洗
化
可
能
区
域
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

区
域
内
の
ご
家

庭
は
ト
イ
レ
の
水

洗
化
を
お
願
い
し

ま
す
。
く
み
取
り

便
所
を
水
洗
便
所

に
改
造
す
る
工
事
に
は
、
改
造
資
金
の
貸

付
制
度
（
左
下
参
照
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
新
た
に
拡
大
さ
れ
た
下
水
道
処
理
区
域  

　

（
次
の
各
地
区
の
一
部
）

　

▼
岩
岡
町
▼
大
字
北
岩
岡
▼
北
中
１
丁

目
▼
北
中
２
丁
目
▼
青
葉
台
▼
北
原
町
▼

三
ヶ
島
４
丁
目
▼
三
ヶ
島
５
丁
目
▼
大
字

中
富
▼
大
字
久
米
▼
大
字
山
口
▼
大
字
上

山
口
▼
北
野
１
丁
目
▼
北
野
南
１
丁
目
▼

北
野
南
２
丁
目

◎
新
た
に
下
水
道
処
理
区
域
と
な
っ
た
地

区
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
職
員
が
直
接
説
明

水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
、
ま
た
は
下

水
道
維
持
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

▼ 

排
水
設
備
の
改
造

工
事
は
、
所
沢
市

下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
以
外

で
は
施
工
で
き
ま

せ
ん
。

▼ 

指
定
工
事
店
の
一

覧
は
、
市
役
所
５
階
下
水
道
維
持
課
、

ま
た
は
市
HP

（
「
下
水
道
工
事
店
」
で

検
索
）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼ 

設
置
工
事
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。　

◆
下
水
管
清
掃
の
勧
誘
に
、

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
の
委
託
を
受
け
て
来
た
よ
う
に
思
わ

せ
て
家
庭
を
訪
問
し
、
宅
地
内
の
下
水
管

清
掃
を
勧
め
る
業
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
宅
地
内
の
下
水
管
清
掃
を
行

っ
た
り
、
特
定
の
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
不
審
な
場
合
は
、
下
水
道
維
持
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

下
水
道
維
持
課
☎
２
９
９
８
‐
９
２
１
１

水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
制
度

　

下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
に
浄
化
槽
を

取
り
壊
す
工
事
や
、
く
み
取
り
便
所
を
水

洗
便
所
に
改
造
す

る
工
事
に
、
一
定

の
条
件
を
備
え
て

い
る
場
合
、
工
事

に
か
か
る
費
用
を

お
貸
し
し
ま
す
。

対 

個
人
名
義
の
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
・
借
家

◎
新
築
工
事
、
法
人
名
義
の
家
屋
は
対
象

外
で
す
。

貸
付
限
度
額　

最
高
52
万
円

償 

還
期
間　

65
か
月
以
内
（
月
額
８
、
０

０
０
円
の
均
等
償
還
方
式
）

貸
付
利
息　

無
利
息

◎
工
事
着
工
後
の
貸
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

工
事
を
行
う
前
に
、
申
請
手
続
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
申
請
方
法
は
、
市
HP

（
「
改

造
資
金
貸
付
制
度
」
で
検
索
）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

下
水
道
総
務
課
☎
２
９
９
８
‐
９
２
１
３

　

ポ
ン
プ
車
操
法
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車

を
使
っ
て
消
火
活
動
を
行
う
た
め
の
基

本
訓
練
で
す
。
消
防
ポ
ン
プ
車
か
ら
水

を
出
し
、
火
に
見
立
て
た
的
を
倒
す
ま

で
の
時
間
、
機
敏
な
動
作
を
競
う
競
技

で
す
。

　

優
勝
し
た
分
団
は
８
月
に
行
わ
れ
る

第
27
回
埼
玉
県
消
防
操
法
大
会
に
所
沢

市
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

日 
６
月
17
日
㈰
午
前
８
時
〜
正
午

◎
荒
天
の
場
合
、
６
月
24
日
㈰
に
順
延

で
す
。

場 

中
央
消
防
署
西
分
署
（
消
防
総
合
訓

練
場
／
北
野
３
‐
23
‐
２
）

交 

通
▼
小
手
指
駅
南
口
か
ら
「
早
稲
田

大
学
」
ま
た
は
「
宮
寺
西
」
行
き
バ

ス
で
「
狭
山
湖
口
」
下
車
▼
狭
山
ヶ

丘
駅
西
口
か
ら
「
と
こ
ろ
バ
ス
・
西

路
線
（
三
ヶ
島
循
環
コ
ー
ス
）
」
バ

ス
で
「
狭
山
湖
口
」
下
車

◎
会
場
に
は
、
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

消
防
本
部
警
防
課

　

☎
２
９
２
９
‐
９
１
２
２

▲ 昨年の様子
（撮影：市民カメラマン・松﨑　満）

消
防
団
員
の
勇
姿
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
ま
す
！

所
沢
市
消
防
団
ポ
ン
プ
車
操
法
大
会

▲献花する昨年の参加者

少
年
少
女
消
防
体
験
入
隊

▲はしご車搭乗体験

▲ロープ渡り訓練

▲消火体験
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